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1 はじめに 

1.1 背景と目的 

旭川市は北海道のほぼ中央の上川盆地に位置する（図

1参照）人口約３５万人の中核市であり、札幌市に次ぐ

北海道第２の都市である。行動展示により一躍人気とな

った旭山動物園がある街であるが、夏の観光に比べ冬期

観光入り込みは半分以下となる。 

そのような中、管内の土木業界では、｢社会インフラ

の整備や維持管理に対する理解を一般の方々にもっと深

めて頂きたい｣、「もっと幅広い人々にドボクの仕事の

中身を知って頂きたい」との思いが高まっていたことも

あり、この度ＴＥＡＭ「ド・ボ・ク」屋さんを結成し、

旭川冬まつり会場でのイベントを計画した。 

本稿では、観光立国の推進・インバウンド観光時代を

視野に入れ、観光で旭川を訪れた、雪のない地域や外国

からの観光客の方々にも、旭川冬まつりをとおし、北国

ならではの『雪』を体験いただいた、ＴＥＡＭ「ド・

ボ・ク」屋さんの取り組み事例を紹介する。 

 

1.2 旭川市の観光 

旭川市近郊には富良野市や美瑛町といった有名な観光

地があり、観光拠点としても各方面へのアクセスがよい

ことから、近年は日本国内はもとより、ビジット・ジャ

パンの取り組み等により海外からの観光客も増加してお

り、平成２７年度の観光入込客数は５５３万人と増加し

ている。 

このなかで海外から来訪する観光客の増加は著しく、

旭川市へ訪れる外国人観光客は、平成２４年度から平成

２７年度までの４間で約５倍と大幅な成長を見せている。 

国別に見ると中国、台湾、香港等のアジア圏からの観

光客が多い状況となっており、特に中国人観光客の増加

は著しいものがある。中国人観光客増加の要因としては

平成２６年度末に中国～旭川空港の国際定期便が就航し

たことが大きく影響しているものである(図２)。 

旭川空港の国際定期便は平成２４年度から平成２７年

度までで約８．５倍となっており、主な就航路線である

アジア圏から外国人観光客が北海道へアクセスしやすい

状況が整備されてきている(図３)。 

冬まつりが行われる冬季の観光入り込みでは夏の観光

に比べ約半分であるが、平成２４年度から平成２７年度 

 

 

 

まで約２割程度増えており、増加傾向となっている。

(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 位置図 

  

 

 

 

 

 

 

 

図２ 外国人観光客の推移 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 旭川空港の国際定期便数 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ２月の観光客の推移

旭川市 



2.旭川冬まつりへの参加 

2.1 旭川冬まつり（２０１６） とは 

旭川冬まつりは２月６日（土）から６日間開催され、

お祭りの最大の特徴は大雪像の大きさで平成６年には世

界最大の雪の建築物としてギネス公式記録を取得してい

る。 

そのほか巨大なすべり台や雪像制作体験など、さまざ

まな北国ならではの体験ができ、公式世界大会である

「氷彫刻世界大会」も同時開催され選手が腕前を競うな

ど、冬を楽しむことができるイベントが盛り沢山のお祭

りである。 

２０１６年の来場者は約９０万人であり(写真１)。

そのうち当イベント（図５）は２月６日、７日の２日間

のみの開催であったが、２日間で約２千人もの来場者を

記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 来場者状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ イベントプログラム 

 

2.1.1 メインブースArea1 

○除雪車両展示会 

○運転席試乗会＆撮影会 

除雪車両展示及び運転席体験試乗＆撮影会は大人から

子供まで大変好評であった。特に撮影会では試乗してい

る写真をその場でプリント・お渡ししたので大変喜ばれ

た企画であった。写真の配布は900枚以上であった。 

また、本ブースには日本語を含めた４カ国語のパネル

を展示した効果もあり、外国人による試乗も多かった。

(写真２､３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 除雪車両展示会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 除雪車両試乗会＆撮影会 

 

2.1.2 メインブースArea2 

○子供ミニバックホー試乗会 

○北海道土木遺産「旭橋」DVD放映 

○「土木の仕事」DVD放映 

○転ばぬ先の知恵in旭川リーフレット配布 

○旭橋ペーパークラフト 

  今回のイベントで一番人気だったのが子供ミニバッ

クホー試乗会であった。ミニバックホーは実際に機械を



操作する「体験型」でもあり開催期間中は常時順番待ち

の列が生じていた（写真４）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 子供ミニバックホー 

 

 旭川市のシンボルである旭橋を来場者に知ってもらう

ため行ったイベントについてはＤＶＤ放映やパンフレッ

ト配布など行うとともに旭橋のペーパークラフトの配布

を行った。(図６、写真５) 

 

図６ 旭橋のパンフレット 

 

写真５ ペーパークラフト配布状況 

また、雪道になれていない地域や海外からの観光客が

多いこともあり、雪道の歩き方ガイドである「転ばぬ先

の知恵in旭川」を日本語のほか、英語・繁体字・簡体

字・韓国語版を準備し配布した（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

図７ 転ばぬ先の知恵in旭川 

2.1.3 メインブース Area3 

○測量体験会 

 ここでは実際の測量で使用するトランシットを使って、

会場である河川敷の対岸側に設置したターゲットの観察

を行った。 

「道ばたにいる『機械をのぞいている人』が何をして

いるのか知ってもらいたい」との思いから企画した。予

想よりも小さな子供たちの来場があり、設置していた機

械の高さがどんどん低くなっていったのが印象的であっ

た（写真６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 測量体験会 



 

２1.4 デモブース 

○ロータリ除雪車デモンストレーション 

 デモブースでは除雪車や除雪ドーザでの除雪のほか、

ロータリ除雪車で石狩川への投雪を行った（写真７）。

これまで実施したことがないほどの豪快な「放雪」状況

に、観客の皆さんからも大きな歓声があがっていた。 

 また、除雪ドーザへの操作指示体験では、子供たちに

人気の企画となった（写真８）。 

 

 

写真７ ロータリ除雪車デモンストレーション 

 

 

写真８ 除雪ドーザへの操作指示 

 

3.成果報告 

3.1 アンケート調査結果 

 イベント会場では来場者の方にアンケート調査に協力

して頂いた。その結果から、今回と同様のイベントがあ

れば、また参加したいと思いますか？という設問に対し、

当イベントに来られた方の約９０％が「そう思う」と回

答しており、来場者の高い関心を持つイベントとなった

ものと思われる（図８）。

 

図８ アンケート調査結果 

 

 また、催し物別の満足度調査ではそれぞれの項目でね

半数以上の方が満足・やや満足と回答している。また、

『①除雪車両の展示会』は９７％が満足・やや満足と回

答、体験型のイベントである『②除雪車両運転席試乗会

＆撮影会』、『③子供用ミニバックホウ試乗会』は約９

割以上の方が満足やや満足と答えている（図９）。 

 このことから、体験型のイベントは特に人気が高かっ

たことが判った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ イベント項目別アンケート調査結果 

 

4.まとめ 

 当イベントは初の試みであったが、アンケート調査結

果や来場者数から、大盛況のイベントであった。 

 今後に向けては、体験型のイベントが人気となった一

方、待ち時間の長さや体験できる人数に制限があるなど、

一部の方には不満を感じさせることもあったことから、

多くの方に喜んでもらいつつ、満足度もあげることの難

しさを実感した。 

 また、もう一つの目的である社会インフラの整備や維

持管理に対する理解や建設業における担い手確保のため、

「ドボク」の仕事を知って頂くことに繋がるものとなり、

大変有意義であった。 

今回の雪対策の取り組みにより、冬期の地域観光振興

への貢献と道路除雪への地域住民の理解等につながって

いく事と期待するとともに、今後はより関心が得られる

ようさらに工夫を重ね活動を続けていきたいと考えてい

る。 


